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最後の人

今後はだれに も、 自分や子供たちの将来 を

予め知 ろうとは させ まい。 ミル トン 『失楽 園 』10巻770-2

メア リ・シェ リー 作

森 道 子 訳

第一巻

序

わたしがナポ りを訪れたのは1818年 のこ とだった。その年の12月8日 、友人 とわたし

はナポ リ湾 を渡 って、バイイの海岸 に散 らば っている古代の遺跡 を訪ねた。静かな海の、

透明できらきら輝 く水が、海草のか らんだ古代 ローマのヴィラ跡 を洗い、色 とりどりに

変化す る日光 を浴びてダイアモン ドの ように煙めいていた。青 く澄んだ水面は、水の精

ガ ラテアが真珠貝の車 を走 らせ たであろう、 クレオパ トラがナ イル川 よ りはるかに好ん

で妖 しい までに美 しい船 を浮かべたであろ う、 と想わせ るものであった。冬だったが、

早春 と呼ぶにふさわ しい風情が大気に振 り、快 い暖か さのせいで、訪れ る旅行者は皆、

喜びに満ち足 りて、バ イイの静穏な湾や燦然 と輝 く岬に去 りがたい思い を抱いていた。

わた したちは世に聞 こえたエ リュシオン とアヴェルヌス湖 を訪れ、神殿や浴場や由緒
2)

ある名所の遺跡 を散策 し、やがて、 クマエの女予言者 シビラの暗い洞窟の中に入 った。

わた したちの従者が掲げ る燃 えるたいまつは、暗い地下の通路 で赤 く、いや、 ほの暗 く

輝いていた。地下通路 を貧るように取 り囲む闇は濃 く、少 しで も光の要素 を持つ ものは
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吸 い込 ん で しまお う と伺 って いた。 自然 にで きた アー チ道 を通 り過 ぎる と、 次 の地下 道

が現 れ たので、 そ こに も入 ってい いか ど うか尋 ね た。 ガ イ ドたちは通 路 を覆 う水 に映 る

たい まつ の影 を指 さ して、 わ た した ちの判 断次 第 だ と言 ってか ら、 シビ ラの 洞穴 に通 ず

る道 なの で惜 しいけ ど、 とつけ 足 した。 この言葉 に好奇 心 と熱 意 を刺 激 され 、ぜ ひ とも

その通路 に入 らず に はい られ ない気 に な った。 こんな 冒険 の遂行 に よ くあ るこ とだが 、

困難 は思 っ たほ どで はな く、水 浸 しの狭 い道 の 両側 に、 「足 の裏 ぶ んだ けの陸 地」が あ っ

た。 や が て荒廃 して暗 く広 い洞 窟 に た ど り着 く と、従 者 が これ こそ シ ビ ラの 洞穴 だ と告

げ た。 わ た した ちは ひ ど くが っか りした。 が、 もしや の っぺ りと して ごつ ごつの 岩

壁 に、 天 界の訪 問者 の痕 跡 が残 って いや しな いか と、注 意深 く探 索 した。 片側 に小 さ な

入 り口が あ ったの で、 どこに続 い て い るの、 入 って もいいの 、 と聞 くと 「これ はだめ 」

とた い まつ を持 った野蛮 な感 じの 男が 答 えた。「ほん の少 しな ら行 って もいいが 、入 る者

は い ない よ」

「それ じゃあ
、ぼ くが 試 して み よ う」 とわた しの友 人 は言 った。 「本 物 の洞 窟 に続 いて

い るの か もしれ な い。ぼ く独 りで行 こ うか、 それ とも、 きみ もつ い て くる?」

わ た しが行 くつ も りだ と合 図 す る と、 ガ イ ドた ちは こぞ って反 対 した。 わ た した ちの

慣 れ ないナ ポ リ土着 の 方言 で、 幽霊 が 出 る とか 、天井 が 落 ち る とか、 狭 す ぎて入 れ ない

とか 、水 の た ま った深 い穴 が あっ て溺れ るぞ とか 、べ らべ らま くしたて た。 友人 は、 そ

の 男か らたい まつ を取 り上 げて 、熱弁 を遮 り、 わ た したちだ け で中 に入 った。

最 初二 人 がや っ と通れ た通 路 は、 み るみ る狭 く低 くな り、 わ た した ちは体 をほ とん ど

二つ に折 り曲げ て歩 い たが、 引 き返 そ うとは思 わ なか った。 つ いに、や や 広 い場所 に 出

て、低 か った天井 も高 くなった。 この変化 に大喜 び して い る と、 た い まつ が 気流 で消 さ

れ、 あ た りは真 っ暗 闇 に なって しま った。 ガ イ ドたちに は明 りを点け 直す 道具 が あ った

が、 わ た した ちに は何 一 つ な く、 もと きた道 を とって返す ほ か なか った。 広 くなっ た空

間 を手探 りで入 り口 を探 し、 しば ら くす る と、 ど うや ら見つ け た、 と思 った。 しか し、

それ は明 らか に上 り坂 にな った 第二 の通路 と判 明 した。行 き着 いた先 は前 の通 路 と同様

で あ ったが 、そ の空 間 には、 どこか ら とも知 れず 、光 線 の よ うな もの が おぼつ か な い薄

明 を投 げ か けて い た。 わた した ちの 眼が徐 々 に この薄 暗 さに慣 れ て くる と、 それ よ り先

には 直進 す る通路 の な い こ と、 洞窟 の一 隅か ら屋 根 の上 の低 い アー チ に昇 るこ とが で き、

そ こにず っ と歩 き易 い道 の あ るこ とに気付 いた。 しか も、 この光 は そ こか ら差 し込 ん で

い る こ と も発 見 したのだ。 か な り苦労 しなが ら、 上 に よ じ登 る と、 もっ と明 るい別 の道

に 出、 そ こか らは、 さっ き と同様 、 また上 り坂 にな って いた。

何 度 か これ の繰 り返 しに で くわ し、 そのつ ど登 るこ とに決め て 、や がて 、天井 が アー

チ形 の ドー ム状 に なった広 い洞窟 に た ど り着 い た。 天井 の真 ん 中に穴 が開 いて い て、 そ

こか ら天上 の光 が 入 って きて い たが、伸 び放題 の 茨や藪 が 、 ヴ ェー ル の よ うに陽光 を妨
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げていたため、その部屋は厳かな宗教的な色合 いを帯 びていた。広々 としていて、ほぼ

円形で、片端には、ギ リシア風寝椅子 くらいの石のベ ンチが突 き出 していた。命あるも

のがいた とい う唯一 の形跡は雪の ように真 っ白な山羊の骸骨であった。 この山羊は上の

丘で草 を食みなが ら、 たぶん穴に気付かず、真 っ逆 さまに落 ちたらしい。 その災難か ら

長い年 月がたち、落下跡は何百年 ものあいだに、生い茂 る植物 に修復 されていた。

洞窟の中味にあったのはそれ以外に、木の葉 の堆積や樹皮の断片に、 白い薄膜様の物

質であ り、 それは、 まだ熟 さない とうもろこしの粒 を包む、英の内側の緑色の部分 に似

ていた。 ここに到達す るまでの奮闘に疲 れ果てて、岩の寝椅子に崩れ込んでいる と、羊

の首についた鈴 のチ リンチ リンと鳴 る音 と羊飼 いの少年の叫び声が頭上か ら聞こえて来

た。

やがて、わたしの友は、あた りに散 らば った木の葉 を少 し拾い上げ ると、「これ こそシ

ビラの洞窟だ、 これ こそシビラの葉 っぱだ」 と叫んだ。 よく見る と、木の葉に も樹皮に

も例の物質に も文字が書 き込んであった。 もっと驚いたのは、 さまざまな言語で書かれ

ていたことである。 中には、わたしの友人 も知 らない、古代 カルデア語や、 ピラ ミッ ド

と同 じくらい古 いエ ジプ ト象形文字 もあった。 さらに奇妙 なことに、英語やイタ リア語

などの近代言語 もあった。微 かな光 で、少 し判読 した ところ、それが予言、つ い最近起

きた事件 の詳細 な経緯、今 口有名な近代 人の名前な どを含んでい るようであった。歓喜

と悲嘆、勝利 と敗北の詠嘆がその薄 くて貧弱な紙面に書かれていた。 まさにこれはシビ

ラの洞窟であったが、 ウェルギ リウスの描写 どお りではなかった。 しか し、地震 と火山

の噴火によってこの地方全体 に激震が襲 ったことめあったの を考 えると、変化 も当然予

測で きるこ とだった。廃嘘跡は時の経過 によってあ とかた もな く消 えていたけれ ども。

木の葉が保存 されたのは、洞窟の 口を塞 いだ偶然の事故 と、その唯一の開 口部に嵐 さえ

通 さなかった植物 の繁茂のお蔭であった。わた したちは大急 ぎで、少な くとも友人が判

読 で きる木の葉 を選 び出す と、 その宝 を担いで、薄暗 く天井 のない洞窟に別れ を告げた。

相 当苦労 したあげ く、や っ とガイ ドたちに合 流できた。

ナポ リ滞在 中、何度 も、時にはわた したちだけで、陽光 まばゆい海面 を滑って、 この

洞穴に戻 り、その度に宝を増や した。その時以来ずっ と、わた しは、 この世ののっぴ き

ならない事情に邪魔 された り、気分がその ような研究に向かない とき以外は、その神聖

なる遺物 の判読 に専念 して きた。雄弁で驚異的な、その意味内容はわた しの骨折 りに酬

いて くれることが 多 く、広大 な自然 と人間の精神 とを通 して、悲 しみに沈むわた しを慰

めて くれる ときもあれば、わた しの想像力 を大胆に天駆け らせて くれ るときもあった。

暫 くのあいだは、二人で この仕事 に従事 した。 しか し、その期間は去 り、労苦 を分か ち

合 った、え り抜 きで類い まれな友の死 とともに、労苦の酬い もまた消 え去 って しまった
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や さしい始 まりとはあ まりに異なる結果 を

あなたにお見せ したい と思 う。何 とい う厳 しい運命 に
3)

わ た した ちは妬 まれ た こ とか 、 あ あ、 わが気 高 き宝 よ ノ

わた しは、わずかのシビラの文書に見出 した最近 の発見 を世間に公表 した。散乱 して

いて、支離滅裂 なので、つ なぎ合わせて、首尾一貫 した形に作 り上げねばな らなか った

が、主 旨は、寄せ集め た詩の断片に含 まれ た真理 と、 クマエの乙女の天与の霊感 に基づ

いていた。

彼女の詩のテーマ と、 ラテン詩人にイギ リスの衣装 を着せ ることに、疑問を抱 くこと

が度々あった。 また、不明瞭で混乱 しているため、現在の形は判読者であ るわた しの手

による改作 なのだと思 うこ ともあった。 それはまるで、聖ペ トロ大聖堂にあるラファエ

ル作 「主の変容」の写 しをば らば らに した断片を、別 の画家に与えるような ものである。

彼は破片 を集めて、 ある形に まとめ上げるが、 それはその画家に特有の精神 と才能 によ

って創 り上げ られた ものになる。 クマエの シビラの木の葉文書はわた しの手にかかって、

興味 も美点 も歪め られ、損なわれたに違 いない。 この ように変えたことに対 して言い訳

がで きるとすれば、元のままでは とうてい解読不可能 とい うことだけである。

わた しの仕事は延々 と続 く孤独 な時間 を励 まして くれ、かつては慈愛に満ちていた顔

を背けて しまった世界か ら、想像 と力で輝 く世 界へわた しを移 して くれた。悲惨 と有為

転変の物語か ら、 どうして慰めな ど得 ることがで きたのか、 と言牙る読者 もあろ う。 それ

は、われわれ人間の本性の神秘であって、わたしはその完壁 な支配下にあ り、その影響

か ら逃れるこ とはできないのだ。 白状す ると、物語の展開に心 をか き乱 された り、忠実

に資料 を転写 しなが ら、あ る記述 には落 ち込む どころか、坤吟 した ことさえある。 しか

し、人間の本性のお蔭で、精神 の興奮はわた しに とって貴重 なもの とな り、嵐や地震ば

か りか、 もっ と恐 ろ しい、激烈で破壊的な人間の情熱 をも描 く想像 力は、虚構の悲哀 と

後悔 を理想化 してみせ て、わた しの現実の悲 しみや尽 きぬ後悔 を和 らげて くれた。理想

化す るとは苦痛か ら致命的打撃 を取 り除 くことにほか ならないか ち。

このよ うな弁 明など必要 ないのか も知 れない。 とい うのは、 わた しの改作 とも翻訳 と

も言 うべ きものそれ 自体 が、脆 く薄いシビラの木の葉に形状 と中味 を与えようとわた し

が費 した時間 と微力の意義 を裁決 して くれるはずだか ら。
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『最 後 の 人』

第一章

わた しは海に囲 まれた僻他、雲の影 に覆 われた国の出身である。果て しのない大洋 と

人跡未踏の大陸 をもった地球の表面の全貌 を考 えると、無限の中の取 るに足 りない一粒

のように思 える所 である。 しか し、心理の秤にかけると、面積が広 く、人 口の多い国々

よりも、はるかに重 いのだ。実 に、人間の精神 のみが人間に とって よい ものや偉大なも

のを創造す るのであ り、 自然の女神す ら召使いの筆頭にす ぎない。濁 った海の極北に位

置す るイングラン ドは、風を支配 し、波間 を蹴立てて走る大勢の人の乗 った巨大な船 と

い う姿で、わた しの夢に現れ る。少年時代 のわた しにとってイングラン ドは宇宙だった。

故郷の丘に立って、 わたしの視界いっぱいに広が る野原や山に同胞の住居が点々 とし、

彼 らの労働に よって肥沃になっているのを見 ると、この地こそ地球 の中心 と確信 し、地

球 の他の国々は作 り話に思え、想像力や理解力の助け を借 りな くとも容易に忘れること

ができた。

最初か ら、わたしの運命は、有為転変の猛威にさらされるさまざまな人生行路の見本

であった。 わた しという個 人はほとん ど遺伝の産物であった。父は自然か ら、人 も羨む、

あ り余 るほ どの機知 と想像力 を授け られた末、それ らの風に吹かれ るままに、理性 とい

う舵 も判断力 という航海の水先案内 も付けて もらわずに、人生の小舟 を出帆させ た類 い

の男だった。素性は卑 しかったが、早 くか ら世 間の注 目す るところとな り、贅沢 な社交

界の華麗な場で活躍す るうちに、わずかばか りの父方の財産 を使 い果た して しまった。

思慮分別のない短い青年時代に、当時の遊蕩児貴族たちに崇拝 され、 さらに、若 き君主

か らも熱愛された。王は、権謀術数の政治 と王者 としての激務 を逃れ、尽 きぬ愉楽 と憂

さ晴 らしを父 との交友に見出していた。父は自分の衝動 をコン トロール したため しがな

かったので、絶 えず苦境に陥 り、そこか ら脱 出す るにはただ持ち前の器用 さだけが頼 り

だった。面 目上 も取引上 も負債 は山積 していて、他人 なら打ちひ しがれるところを、屈

託な く、飽 くまで陽気で、無頓着だった。それに、富裕 な貴顕たちの宴会や会合には、

な くてはな らない存在だったので、欠点 もたちまち見逃 され、有頂天になった父は甘 い

考えを抱いてしまった。

この種の人気は、 どの場合 でも、束の間に消え失せ るものだ。彼が切 り抜けねばな ら

ない各種の難儀 は、持 ち合わせ の財産 と反比例 して恐 るべ き比率 で増大 した。 その よう

なとき、彼に夢中の王が救 って くれ、親切に謎責 して くれるのが常であった。父は改心

を真底誓 うのだが、生来の社交性 といつ もの美食癖、それ と何 より、彼に とりついてい
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たギャンブル鬼のために、せ っか くの よい決心 ははかな くも消え、約束はか りそめ とな

った。やがて性分の鋭い勘 で、高貴な身分 の人々への影響力が衰えて行 くの を察 した。

国王は結婚 し、イングラン ド王妃 として社交界の女主人 となった、傲慢 なオース トリア

王女は、厳 しい 目で父の欠点 を、 また、軽蔑の 目で父への夫君の愛情 を見た。父は自分

の失脚の 日の近 いのを感 じたが、嵐の前の静けさを利用 して自らの救命策 を講ず るどこ

ろか、不実で冷酷な運命の審判者である歓楽の神に、前に も増 していけにえを捧げるこ

とによって、迫 り来る災いを忘れ ようとした。

優れた気質 を持ちながら、他人に影響 されやすい王は、今や進んで専制的な配偶者の

言いなりになって しまっていた。彼は父の軽率 と愚行にはなはだ しく不快 を示す ように

な り、ついには嫌悪の情 をあらわにす るようになった。 しか し、その暗雲 も父が姿 を見

せ ると消散 して しまうのは確かだ った。心温かい率直 さや才気縦横の会話や信頼 しきっ

た態度 などは実に魅力的であった。彼が感化力を失 うのは、彼のいないところで、彼の

過誤の話が繰 り返 し王の耳に入るときだけだった。王妃はあの手 この手 を用いて巧みに

この不在の ときを延ば し、非難 を集め うるだけか き集めた。っいに、王は彼 を絶えまな

い騒擾の根源 と見なすよ うになった。父 との交友 という束の間の快楽のために、退屈な

お説教 と父の不謹慎のあげつ らい(聞 くに耐えないけれど、反証 もできなか った)を 我

慢 しなければならなかったか らだ。 その結果、 もう一度だけ彼を更生させ てみよう、 も

し失敗 したら永遠に追放だ、 と王は心に決めた。

その光景 はきわめて興味深い、ひど く感情の高ぶ ったものであったに違 いない。 これ

まで柔和 と善良で聞 こえた権勢並びなき王が、今、高遠な訓戒 を垂れ、 とがめた りすか

した りして、 まともな仕事 に精 を出 し、早晩相手にされな くなる歓楽をきっぱ りと避け、

価値のある分野にエネルギー を費やすよう、父に嘆願 した。その場合 、君主である自分

が彼の支え とも支柱 とも開拓者 ともなろうと。父はこの親切が身に しみた。一瞬 目前に、

野心に満 ちた夢が浮かび、 目前の娯楽 をより立派な務め と取 り換えて もよいと思った。

誠実に熱意をもって、求められるままに誓約 した。王は変 わらぬ寵愛の しるしとして、

緊急に返済を要す る借 金を払い、幸先よ く新職 につ くために、相当額の金 を与えた。 ま

さにその夜、まだ感謝 とよい決心でいっぱいのまま、父はこの全額 とさらにその倍額 を

ギャンブルのテーブル上に失 った。最初の損 を取 り返そうと、倍額 を賭けて、全 く支払

い不可能な面 目上 の借金 を作って しまった。 もはや王に会 わす顔 もな く、彼はロン ドン

とその偽 りの歓喜 とまといつ く悲惨 とに背を向け、赤貧のみ を道連れに、孤独の うちに、

カンバー ラン ドの山々 と湖沼に引 きこもった。彼の機知、名 言、数々の個人的魅力、 う

っとりす る挙手挙動、社交的才能などは長 く人の心に残 り、繰 り返 し口か ら口に上った。

この社交界の寵児、貴族たちの友、優雅で放將 な世界に異質な輝 きを添えた光は、今 い

ずこか と尋ねる者があれば、逼塞 の身の彼は行方不明だとの答えが返 って くるであろ う。
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だれ も彼が まともな務め で歓楽の償 いをす るとも、 目を見張るような機知 の伺候が引退

後の年金 に値す るなどとは思って もいない。王は彼の不在 を悲 しみ、好んで彼の名文句

を復唱 し、共有 した冒険を語 り、才能 を称 えたが、一 その くらいで追想は終わって し

まった。

一方
、父は忘れ られて も、忘れ るこ とはできなかった。空気や食物 よりも必要な もの

一 歓楽の興奮、貴族 たちの賛美、高貴な人々の贅沢 で洗練 された生活などの喪失をか

こった。そのため、神経性の熱病にかか ってしまい、その間、宿 を借 りていた貧 しい農

家の娘の看護 を受けた。彼女は愛 らし く優 しく、何 よ り彼に親切だった。高貴な生 まれ

の美女 たちのアイ ドルだった者が、落ちぶれて も、生 まれの卑 しい田舎娘 には、気高 く

すば らしい別世界の人に見 えたの も驚 くにあたらない。二人の間に芽生 えた愛情が、不

運な結婚 を生み、その間にで きた子供 がわたしなのだ。

母が どんなに思いや りがあ り優 しくて も、彼女の夫はいつ まで も落魂の身を嘆 き続け

ていた。勤労に慣れていないので、増加す る家族 をどうや って養 っていいや ら見当 もつ

かなか った。王に頼んでみようと考 えたこともあったが、 自尊心 と差恥心 とに引 き留め

られ、 なん らかの行動 を起 こさねばな らないほ ど困窮す る前に、 あえな く死んでしまっ

た。その大惨禍 の前の短い小休止の ような期間に、父は将来 を予見 し、妻子が置かれ る

み じめな情況 を苦慮 した。最後に渾身の努 力を払 って王宛に手紙 を書 いた。苦境 を雄弁

に語 る感動 的な手紙で、彼の本質 をなす縦横の才気が ここか しこにひ らめいていた。彼

亡 き後の妻子を王の友情 に委 ね、これで、妻子の生活が 自分の死後は存命 中よ り好転す

るもの と信 じて満足 した。 この書状 をあ る貴族気付 にして封 じ、その人が王 に手渡す と

いう金のかか らぬ最後の頼み を必ず果た して くれ ると信頼 した。

父は負債 を遺 して逝 き、 わずかな地所 はたちまち債権者 たちに押さえ られた。文無 し

で、二人の遺児 をかか えた母は、毎週毎週、 さらに毎 月毎 月、首 を長 くして返事 を待 ち

焦がれたが、な しのつぶてであった。彼女 は父親の家か ら離れた経験がな く、思いお よ

ぶか ぎりの豪華壮麗 といえば、せ いぜ い荘 園領主の館 なのだ。 父の存命中は、王侯貴族

の名前にも親 しんでいたが、 もとよ り個人的体験 を伴 わないので、父亡 きあとは、実体

も現実味 もない、おぼろで、夢のよ うな もの となって しまった。 もし、万一、夫の 口に

上った貴人たちにすが る勇気 を持 ち合 わせていたとして も、夫 自身の懇願が失敗 に終 わ

ったことを考 えると、そんな思 いを一掃 したであろ う。 したがって、惨窮か ら逃れ るす

べ もな く、尽 きぬ心労にいまだに熱い敬慕の念をもって想 う最愛の人 を失 った悲嘆が加

わ り、激 しい労働 と生来の虚弱質のせ いで、 とうとう彼女 は貧 困と悲惨 の連続だ った悲

しい生涯に終止符 を打った。

遺 された二人の孤児の状態は野良犬同然だった。母方の祖父 も他所か らの移住者で、

とうに死んでいて、引 き取 って くれる親戚はただの一人 もな く、よそ者、乞食、寄 る辺
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ない者であ り、わずかばか りを恵んでもらい、小百姓の子扱いされ、筆舌に尽 くしがた

い貧賎ぶ りだった。母の死によって手近 な地元の人々のお情けに、あ りがた迷惑な遺産

として遺 されたのであった。

年長のわた しは母が死んだ とき五歳だ った。両親の談話や、いつの 日かわたしに役立

つ こともあろうか と父の友人たちについて母が語 って くれた情報の記憶が、朦朧 とした

夢のように、わた しの脳裏に漂 っていた。わた しの保護者や仲間たちとは違 い、 自分は

彼 らよ り偉いんだ、 と思っていたが、程度 も理由 も分か らなか った。王や貴族 と聞 くと

連想す る不当感はわた しにまつわ りついていたが、その ような感情から、行動の手引き

となるような結論 を引 き出すこ とはで きなかった。わたしの最初 の自己認識はカンバー

ラン ドの谷や荒野 を駆け る無防備 な孤 児であった。 ある農夫に雇われていて、杖 を手に、

犬を脇に連れて、近 くの高地地方で、彩 しい群の羊を飼 った。 そのような生活はあまり

自慢で きるものではない し、喜 びより苦労がは るかに多いものであった。 自由はあ り、

自然 との交流はあ り、何 をして もよい孤独があった。 しか し、こういった ものは ロマン

ティックではあったが、若者特有の、活動への愛、人 との共感への欲求 を満た しては く

れなかった。羊の世話 も四季の変化 もわたしのはや る心 をなだめ ることはできなかった。

戸外で過 ごす暇の多い生活のせ いで、わたしは早 くか ら無法者の生 き方を身につけた。

同じように寄 る辺ない子供たちを集めてグループを形成 し、その大将 となった。羊飼い

の少年たちは寄ってたかって、羊たちが牧草地に散 らばっている間、いたず らや悪さを

企んでは実行 したので、農夫たちは腹 を立てて仕返 しをして きた。仲間たちの リーダー

であ り保護者 であるわたしは一際 目立っていて、 どの悪事の補償 も負わされた。 しか し、

罰 も苦痛 も英雄 きど りで仲間のために我慢するか ぎり、彼 らの賛美 と服従 を報い として

勝 ち取 るこ とがで きた。

そんな学校 で鍛 えられたわた しの性質は粗野 ではあったが、堅固になった。称賛への

欲求 と父か ら受け継 ぎ逆境で育んだわずかの 自制心によって、わたしは勇敢かつ無謀で

あった。風水地火の 自然力に ように荒々 しく、飼っている動物のように無教養だった。

自分 をよ く羊にひ き比べ、彼 らに優 る理由は力のみ と分かると、この世の権勢家に自分

が劣 るのは力においてだけだと納得 した。こ うして高雅 な哲学 を学ばず、本来の社会的

地位か らの落魂を絶 えずかこち、 まるで狼育 ちの古代 ローマ建 国者のような野蛮人 と変

わ らず、文明国イングラン ドの山々を放浪 した。わたしが奉 じる法はただ一つで、それ

は強者の法であった。最高の徳行 とは断 じて屈従 しないことであった。

だが、 自分に下 した判決を少 し取 り下げ させ て もらお う。死の床 の母 は、適切 と言 う

にはほど遠い、 もうわた しの記憶には薄い教訓 を垂 れた後で、厳かな忠告 をもって、 も

う一 人の子供 を兄の庇護 にゆだねた。わたしはこの義務 だけは力のか ぎりを尽 くし、本

性に備 わるかぎ りの熱情 と愛情 を込めて果た した。三歳年下の妹 を幼児期 かちこの手で
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育て上げたのだ。男女の差か らそれぞれ異なった仕事 に従事す るうち、二人の聞には大

きな隔た りができたものの、彼女 は常 にわたしの愛の大切 な対象であった。孤児 とい う

語の最大限の見本の ようなわれわれは貧困階級の中で も最 も貧 しく、顧み られない者の

中で も特 に軽蔑 されていた。わた しが持ち前の大胆不敵 さで反感のこもった尊敬 を獲得

していた とすれば、若 い娘である彼女 は弱い方の性 というだけで、優 しい愛情 を引き起

こすたちではないので、数知れぬ屈辱に苛 まれていた。彼女の性質 も卑 しい身分か ら生

じる不運 を減 じるようにはで きていなかった。

妹 は並 はずれた人で、わた し同様 に父特有の性質 を多分に受け継いでいた。顔 は表情

豊かで、 目は黒 くはないが深 くて見通せ ない。その知的な眼差 しには無限の空間が見出

され、その視界の中では魂が宇宙の思想を理解 しているとい う感 じがあった。青 白い肌

に金髪碧眼で、金色の髪がこめかみにふさふさと垂 れ、豪華な色がその下の生ける大理

石 とよい対照 をなしていた。粗末 な野良着は彼女の顔の優雅 な表情 と明 らかに不釣 り合
　　

いなのに、奇妙 に調和 していた。彼女はグイ ドの描 く聖女のように心 と面輪 に天国を秘

めているので、見 る者はその内面にあるものだけを見て、衣装 も容貌 さえも目に入 らな

いほどであった。

らラ

だが、美 しく、高貴な情操 を豊かに恵まれなが ら、わがパーディタ(こ の奇抜 な名前

は今はの際の父か ら妹への贈 り物なのだ)の 性質は完全に聖女 とい うわけではなかった。

彼女の態度は冷淡でよそよそしか った。愛情 と慈 しみに満ちた人々に育 てられていたら、

こうはならなか ったに違いない。愛 されず顧み られなか ったので、不親切 には不信 と無

言で応酬 した。権威 を振 るう人たちには従順 だったが、いつ も眉根 を寄せ ていた。近づ

く者は皆敵意を持つ と決め込んでいるようで、同 じ感情に基づ く反応を示すのだ った。

自由にな る時間はすべて独 りで過 ごした。滅多に人の行かない所 を散策 した り、危険な

丘に よじ登 った りしては、人気のない場所 で孤独 に身 を包むのである。森の小道 を行 っ

た り来た りして全時間を使い果たすこ とも多か った。花 と蔦で花輪 を編んだ り、ゆらゆ

ら揺れる影や木の葉のきらめ きに注意を向けた りしていた。時には小川のほ とりに座 り

込んで、考えが途切れ ると、花や小石 を水中に投げ込み、花が漂 い小石 が沈むのをじっ

と見つめていることもあった。あるいは木の皮や葉 っぱで作った舟に羽毛の帆をつけて

水に浮かべ、小川の早瀬や浅瀬の間 を航行するのを熱心に 目で追 うのだった。その間彼

女の活発 な空想は無数に組み合わされ、「河川や野原で起 きる出来事」を夢見た。 自

ら創造 したこの周遊にうっとりと我 を忘 れ、単調 な日常生活の務めに戻 るときはいかに

も不承不承 だった。

貧乏が雲のように妹の美点を覆い隠 していた。心 を潤す露のような愛情 を与えて くれ

る者がなかったため、彼女の長所は まさに消滅寸前であった。両親の思い出 もわたしほ

ども残 っていなか った。唯一の味方 として、兄にぴった りよ り添っていたが、その結束
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は保護者 たちの嫌悪感 を煽った。 どんな過 ち も誇張 されて犯罪 となった。 もし生得の繊

細 な心 と人柄が適応 し易い階層に生 まれていた ら、彼女は きっ と賛美の的 となっていた

であろう。彼女の美徳 は欠点 と同 じく人 目に立つ ものだったか ら。父の血 を高めた非凡

な特性が彼女に現れていた。彼女の血管 を流れるのは雅量の血潮だった。狡 い手管、羨

望、卑劣は彼女の本性の対蹟点にあった。愛想 よ くはれやかな顔つ きの ときはさなが ら

諸国民の女王の風格が あった。 目はい きい きと輝 き、表情は大胆不敵だった。

情況 と性質によって、われわれは等 しく通常の社会的交流か ら断たれていたが、非常

に対照的であった。 わたしには交友 と喝采 とい う刺激が必要不可決だったが、パーディ

タは 自分独 りで充足 していた。無法者の習性が あ りなが ら社交的な性質のわたしに対 し

て、彼女は世捨 て人同然だった。わた しは触知で きる現実の中で、彼女は夢の中で生 き

ていた。わたしは敵 でさえ好 きだ った と言える。彼 らの刺激はある種の幸福 をもた らし

て くれたか ら。パーデ ィタは友人でさえ嫌 った。 自分 の夢見心地 を邪魔するか らだ。歓

喜 と勝利 の気持 も、共有す る者がなければ、わた しには苦 汁 と化すが、パーデ ィタは う

れ しい ときも孤独 に逃げ込み、 自分の感情 を表す こ とも他 人の共感 を求めることもな く、

毎 日を送 ることがで きた。それ どころか、優 しく友達の顔 を見つめた り声に耳を傾けな

が ら、冷や っとす るほ どよそよそ しい態度 を取 るこ とがで きた。感覚 も彼女に とっては

感情 とな り、外界か ら得 た知覚 も内面に育つ直観 と調整 してか らでなければ 口に しなか

った。彼女はいわば空気 と天の露 とを吸収 し、それ を果実 と花 とい う美 しい姿に して再

び 日光 の中に放つ豊饒 な土のようであった。同時に、熊手で掘 り返され、 目に見えない

種子 を新たに蒔かれた土壌の ように、暗 くごつ ごつ していることが多かった。

彼女の住む家の手入れの行 き届いた芝地 は、アルスウォー ター湖の水際へ なだ らかに

続 いていた。背後の山にはブナの森が広が り、頂上か ら静かに落ちて くる清流がポプラ

木陰の土手沿いに湖へ流れ込んでいた。わたしが住み込んでいた農夫の家は山間の高い

所に建 っていた。後ろにそびえる暗い崖は北向 きのため、夏中岩の裂 け目に雪 をたたえ

ていた。夜明け前に私は羊 たちを牧羊場 に連れて行 き、一 日中番 を した。寒い雨天が多

く晴天は まれなので、骨の折れるつ らい生活であった。 しか し、 自然力 などもの ともし

ないのがわた しの誇 りだった。忠実 な犬は、わた しが持場 を離れて仲 間と悪いた くらみ

を実行に移 している間、ちゃん と群れの番 をして くれた。正午にまた集合 し、農夫の食

物 を軽蔑の眼で投げ捨て、炉 を作 り、火を焚 き、近隣の禁猟区から盗んだ獲物を料理 し

た。 それか ら、 ジプシーの ように鍋 を囲んで、危機一髪の脱走 とか犬 との格闘 とか待伏

せ とか逃走 とかの話に花 を咲かせ るのだった。迷子の子羊の捜索や罰 を逃れ る算段 で午

後の時間を費や した。夕暮れが くる と、羊の群 れは濫 に、わた しは妹の もとに帰 った。

古風な言い方 をすれば、無罪放免で済むこ とはめ ったになかった。われわれの御馳走

は打梛や投獄 と引 き換 えだった。一度、十三歳の とき、地方の監獄 に一カ月間送 られた
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ことがあった。出獄 したとき、わたしの道徳観は全 く改善 されず、圧政者への憎悪は十

倍に膨 らんでいた。パ ンと水だけの食事は私 の血 を鎮めず、独房 での監禁 も思想を穏健

には しなか った。 わたしは怒 り、いらいらし、惨めだった。幸せ な時間 といえば復讐の

た くらみ を練 るときだけだった。強い られた孤独の中で、そのた くらみ を完壁に練 った

ので、九月の初旬に 自由の身になって以後、次のシーズン中ず っと、 自分 と仲間のため

に有 り余 るほ どの見事 な食物 を一度の失敗 もな く手に入れたものだ。すばらしい冬だっ

た。厳 しい霜 と烈 しい雪のため動物たちは弱ま り、地方の郷士たちは炉端か ら離れなか

った。われわれは食べ切れないほ どの獲物 を手に入れ、わが忠犬 もお余 りを頂いてつや

つや していた。

こうして歳月は過 ぎ去 った。歳 月によって加わった もの といえば自由へのいや増す愛

と、野蛮で奔放 でないもの、つ まり同類でないものへの軽蔑だった。十六歳で、早熟な

わた しの外貌 は成人の域 に達 していた。長身で逞 しく、常時力仕事に従事 し、厳 しい悪

天候 に慣れていた。 日焼け した肌は赤銅色で、腕力 を意識 した足取 りは堅固で揺 るぎな

か った。恐れる者 もなければ、愛す る者 もなか った。晩年、この時期の 自分 を振 り返 っ

て驚いた ものだ。 もしその まま無法者の生 き方 を続けていた ら、完全に人間の屑 となっ

ていたであろ う。わたしの生活は野獣のようであ り、わたしの精神 は獣性へ と堕落 して

い く危険に瀕 していた。 その ときまでは まだ、その野蛮な生 き方か らわたしの本性が根

源的な弊害 を被 るほ どではなかった。む しろそのお蔭 でわた しの体力は ますます向上 し、

精神力 も同 じ鍛練 を受けて勇猛果敢 だった。だがその頃、 自慢の自立心に 日々唆 されて、

暴君の ようにふ るまっていた。 自由は放蕩無頼 と化 した。 もう成人に達す るばか りのわ

たしの内には、力強い情熱が森の樹木のように深 く根 を下 ろし、異常なはびこ り方で、

わた しの人生の小道に有害な影 を落 としかけていた。

幼稚 な手柄の域 を超 えた冒険心に燃え、将来の活動について穏かでない夢 に耽 った。

昔の仲 間を避けているうちに皆いな くなった。彼 らは生まれついた境遇 での生業の仕上

げに世に出され る年齢に達 したのだ。 ところが、社会の除け者の身には指導者 も推薦者

も皆無でわたしは ぐず ぐず留 まっていた。老人たちはいい見せ しめ と指 さし、若者たち

は怪 しんで差別 した。わた しは彼 らを憎み、ついで 自分 自身を憎み始めるこ とになった。

これこそ最悪の最終的堕落である。 凶暴 な行動で紛 らしていたが、実はその習性 を半ば

軽蔑 していた。文明に抗 って悪戦苦 闘を続けなが ら、文明に受け入れ られたいと切望 し

ていた。

父の昔の生活について母が話 していたことを、記憶 を頼 りに何度 も何度 も思い出 して

みた。父のわずかばか りの遺品を じっ と見 ると、山あいの農家では容易に見られない優

雅な品々であると分か った。だが、その どれ一つ としてわた しに快適 な別の生活を展い

て くれ る手掛か りとはならなかった。父は貴族たちと交友関係があったそうだが、わた
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しの知っているのはその後の絶縁だけなのだ。王 という名 も 死の床の父が最後の嘆

願 を申し入れたのに、残忍に も無視 した人一 不親切 と不正、それに伴 う恨みなどを連

想 させ るだけであった。現実の 自分 より偉大 な者に生 まれついたはずだか ら、偉大にな

ってや る。だが、わた しの歪んだ認識では、偉大 さは必ず しも善 と結びついておらず、

大物願望の夢の中でわたしの放縦 な考 えが暴れ狂 うとき、道徳的掛酌に手綱 を取 られる

ことはなか った。 こうして、下には悪の海がのた うつ塔の尖端に立 ち、真 っ逆 さまにそ

の中に飛び込み、あらゆる障害 を越 えて求め る対象に奔流の ごとく突進 しようとしてい

た一 まさにその とき、ある不思議 な力がわた しの運命の河に働 きかけて、その激流を

牧場 をうねるせせ らぎに変えて しまった。

第二章

慌 ただ しい人の世か ら遠 く離れて山あいの家に住 む身には、戦争や政権の変化の うわ

さはただのかすれ声 となって伝わって来 るだけだ。 イングラン ドはわた しの少年期 の間

中、激動の場 であった。2073年 に、父の昔 日の友が最後の国王 として、臣下の抗議に従

って穏便 に退位 し、共和制が敷かれた。退位 した国王 と家族には広大な地所が確保 され、

ウィンザー伯 の称号が与えられた。そ して古い王城 であるウィンザー城がその広い領地

ぐるみ、彼にあてがわれた財産の一部 であった。ほどな く彼は息子 と娘 を一人ずつ遺 し

て世 を去った。

オー ス トリア王家の姫であった元王妃が夫に時流の要求に抵抗 させ ていたのだ。傲慢

不遜で、権力 を愛 し、王国を奪 われた夫をひど く軽蔑 した。彼女は王位剥奪後 も、子供

たちのために、イギ リス共和国の一員 として留 まるこ とを承諾 した。寡婦 となるや、第

二代 ウィンザー伯である息子エイ ドリアンの教育に全心全霊 を傾けて、 自らの野心を遂

げようとした。その母の乳 を吸って、エイ ドリアンは失った王冠の奪還 とい う不動の目

的に向かって育てられていた。彼 は十五歳だった。勉学に耽 り、年齢以上の学問を修め、

天賦の才 に恵まれていた。 うわさでは、彼はすでに母親の野望 を挫 き、共和 国思想に興

味 を持 ち始めていたという。それはそれ として、傲慢 な伯爵夫人は家庭教育の機密は誰

に も明かさなか った。エ イ ドリアンは孤独の うちに育てられ、同 じ階級の中で自然にで

きる同い年の友達か ら隔離 されていた。ある人知れぬ事情か ら、母親は手元で教育する

のを止め ざるをえな くな り、彼がカンバーラン ドを訪れるとい ううわ さが流れた。 ウィ

ンザー伯夫人のや り方に関 してさまざまな風説が飛び交ったが、恐ら くどれ も真実 では

なかろ う。 しか し、 日を追って、 イングラン ド最後の王家の貴い若殿 をわれわれの うち

に迎 えることは揺 るぎない事実であった。

アルスウォーター に、伯爵家所領 の広大な地所 と荘館があ り、趣向を凝 らした設計の
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広い猟園が附属 していて、猟の獲物が有 り余 るほ ど放 ってあった。わたしは この禁猟区

でよく密猟 をしていたが、誰か まわぬこの私有地の状態がわた しの略奪に好都合 だった

のだ。若 きウィンザー伯の カンバー ラン ド訪問が決定的 となった とき、屋敷 と猟園を彼

の居住にふ さわ しくすべ く職人たちが到着 した。 どの部屋 も初期 の壮麗 さを取 り戻 し、

荒れ放題 であった猟園も修復 されて常 ならぬ警備が敷かれた。

この知 らせにわた しはひ どく動揺 した。眠っていた記憶がか き起 こされ、保留になっ

ていた屈辱感が 目覚め、新たな復讐心が生 まれた。 もはや仕事に打 ち込めず、計画 も策

略 も皆忘れて しまった。新 しい生活が始まる予感が し、それ も幸先の悪い ものであった。

綱引 きが始 まろうとしてい ると思 った。父が傷心 を抱いて逃げて来た地域に、若い伯爵

が意気揚々 と乗 り込んで来 る。父王が信頼に報わなか ったため、預 けられた不運 な子供

たちが悲惨 な乞食 となっているのが分かる。彼がわれわれの存在 を知 ると、父王が遠 く

で取 ったの と同 じ傲岸な態度で、身近なわれわれを扱 うに違 いない。過去の事実の再現

である。いずれこうして、その爵位 を持つ若者一 父の友人の息子、 と出会 うことにな

るのだ。彼 は家来たちにか しずかれていて、貴族やその息子たち と交わっていた。イン

グラン ド中に彼の名 は鳴 り響いていた。彼の到来は雷雨のようにはるか彼方か ら聞 こえ

て きた。それにひ きかえ、無学無教養のわた しは彼 と出会 うことにでもなれば、こんな

零落の憂 き目に合 わせ た彼の父の友情に もとる行為 について、廷 臣たちを前に証明 して

みせなければならないのだ。

こ ういった諸々の考 えにす っか り心 を占められて、わたしはまるで魅入 られたように

伯爵邸 に足繁 く通った。改修の行程 を観察 し、積み荷 を下ろす荷 馬車のそばに立って、

ロン ドンか ら持 ってこられたさまざまな贅沢品が取 り出され、館の中に運び込 まれ るの

を見ていた。元王妃の差 し金で、彼女の息子は王侯 にふさわ しい絢燗豪華な品で囲 まれ

るこ とになったのだ。極上のカーペ ッ トや絹の タペス トリー、黄金の装飾品、華美な浮

き彫 り模様の施 された金属製品、紋章飾 り付 きの家具、高級 な附属 品などが 目に入った。

つま り、華麗 さにおいて王にふさわ しい ものだけが王の直系の青年の 目に留まる仕掛け

なのだ。 これ らの品々 を見てか ら、わた し自身の卑 しい衣服 に目を移 した。 どこか らこ

の差が生 じるのか?ほ かでもない、王子の父の犯 した忘恩か ら、裏切 りか ら、無責任

か らではないか。彼の父は気高い同情や寛大 な思いや りを一切合財放棄 したのだ。驕慢

な母の血 を受け継いでいる青年、王国の富 と高位 を一身に集めているこの青年 も、わた

しの父の名 に侮蔑 を抱 き、わた しの正当な権利 を嘲笑するよう教育 されていることに無

論疑いの余地はない。 この 目を奪 う威風は汚辱に過 ぎず、金欄織 りの彼の旗 を色あせて

ぼろぼろのわた しの旗の側 に立てるこ とは、彼の優位ではな く品位 の卑 しさを公言する

に等 しい と自分 に言い聞かせた。それで も、彼が羨 ましか った。美 しい馬の群、贅沢 な

細工の鎧兜、彼に向け られ る賛美、崇拝、侍 る従者、高位、尊敬 一 どれ も皆わたしか
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ら力ず くで もぎ取 られ た ものに思 え、 羨望 に苦 痛 が新 たに加 わ り耐 え難 か った。

精 神 的 な苦 悩 に追 い打 ち をかけ たの は、パ ー デ ィタが、 あの夢 想家 のパー デ ィ タが、

うっ と りと夢 か ら覚 め た よ うに、 ウィ ンザー 伯が い よい よ ご到着 よ、 とわ た しに告 げ た

ときだ った。

「うれ しいのか?」 む っ と して言 うと、

「もちろんだ わ、 ラ イオネル」 と彼女 は答 えた。 「ぜ ひ彼 に会 い たいわ。王 家の 末喬 だ

し、 この地 で初 めて の高 貴 な人だ し。 皆 あ こが れ て慕 って るわ。 それ に、 身分 の高 さな

ん て物 の数 では ないほ ど、 寛大 で、 勇敢 で、 臣下の者 に も目をかけ る、す ば ら しい人だ

そ うよ。」

「結 構 な教 え を受 け て来 た もん だ よ、パー デ ィ タ。そ っ くりその ま ま鵜呑 み に して、伯

爵 の美徳 とや らの本 当 の値 打 ち を忘 れ て る。彼 の寛 大 さはぼ くらの何 不 自由 ない暮 ら し

を見 れば分 か る し、 勇敢 さはぼ くらへ の庇護 で、 臣下 に 目をか け る とい うの はぼ くらを

引 き立 てて くれ たこ とで分 か ろ うって もん だ。 身分 の高 さは物 の数 じゃない って?彼

の美 点 は どれ もこれ も高 い 身分 か ら くるもの ばか り じゃな いか 。金持 だ か ら寛大 と言わ

れ、 有力 だか ら勇敢 で、大 勢 に仕 え られて い るか ら 目下 に もや さ しいの さ。皆 に そ う言

わせ て おけ、 イン グラ ン ド中に そ う信 じさせ てお け、 ぼ くらは知 って るんだ 一 あいつ

は敵 だ 一 け ちで、卑劣 で、 傲慢 きわ まる敵 だ。 も しあ いつ にお まえの言 う美点 のかけ

らで もあ った ら、 ぼ くらを正 当に扱 うはず だ、 た とえ打撃 を与 えねば な らな くて も、堕

落 した敵 では ない こ とを見せ るはず だ。 あいつ の父親 はお れの父親 をひ どい 目に合 わせ

た 一 あ いつの 父親 は、安 全 な玉座 の上 か ら、親 父 を侮 辱 しや が った。 親父 は恩知 らず

の王 に恥 を忍ん で、必要 以上 に 身 を落 として頼 んだ のに。 二人 の父親 の それ ぞれ の子供

であ る あいつ とおれ も敵 同士 なんだ。 あ いつ に、 おれ が どん なに苦 しん でい るか分 か ら

せ 、 おれ の復 讐 の恐 ろ しさ を思 い知 らせ てや る!」

数 日後、 青年伯 爵 が到着 した。

注

1)メ ア リ ・シェ リー(MaryShelley、1797-1851)の 小 説TheLastMan(1826)。 最 初 の

人 間ア ダ ムに対 す る人類最 後 の 人間 の意 で名 付 け られ た。 舞 台は 二十 一世 紀 の終 わ り近 く

で あ る。王室 が2073年 に 廃 され 、イ ギ リスが 共和 国 とな る とこ ろか ら始 ま って い る。『フ ラ

ンケ ン シュ タイ ン』(Frankenstein、1818)同 様 奔放 な想像 力 を駆使 した小 説 で あ るが、250

年 も先 の世 界 の予 想 には さす が に政 治 的、科 学 的 、国 際的 限 界が あ るの は無理 もない。 夫

パー シ イ ・ビ ッシュ ・シ ェ リー(P.B.Shelley)、 友 人バ イ ロン卿(LordByron)と 始 め

たghoststoryを メ ア リが 『フ ラン ケ ンシュ タイ ン』に完 成 させ たのに 対 し、 『最 後 の人 』

執 筆 時 に は夫パ ー シ イ もバ イ ロ ン もす で に世 に な く、 登場 人物 の エ イ ドリア ン とレ イモ ン

ド卿 は そ の二 人 の ポー トレイ トで あ り、 メア リの 追悼 と哀惜 の情 が込 め られ て い る。
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2)ク マ エ の町 の、 予 言 力 が 有名 な女 予 言 者。 ギ リシア語 で 書 か れ た神 託 集 『シ ビ ラの 書』

(SibyllineBooks)九 巻 の うち、六 巻 を焼却 し、三 巻 を ロー マ 王 タル クィ ヌス(Tarquinthe

Proud、534-510B.C.)に 売 る。 クマ エ は イ タ リア南 西 部 カ ンパ ニ ア海 岸 の 古都 。 イ タ リア

で最 古期 の ギ リシア植 民 地。

3)ペ トラル カの ソネ ッ ト322か ち で あ るが、 記憶 違 いが あ る。

4)グ イ ド ・レニ(GuidoRenl、1575-1642)画 家 。 メア リ ・シ ェ リー はそ の絵 を ロー マ で 見

た感 想 を夫 や バ イ ロン と共通 の友 人 リー ・ハ ン ト(LeighI{unt、1784-1859)に 書 き送 っ

て い る。

5)「 失 われ た女 」 の 意。 シ ェ イ クス ピア 晩年 の ロマ ン ス劇 『冬 物 語』(7痂 呪 漉 露7漉 、

1610-11)の ヒ ロ イ ンの名 前 。 シチ リア王 の娘 に生 まれ なが ら、羊 飼 いの 娘 と して 育 て ら

れ、 後 ボヘ ミア王 子 と結 ば れ る。
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